
様式第４号（第５条関係） 

環 境 報 告 書 

2026年 8月報告 

ふりがな  かぶしきかいしゃ こいしこうぎょう 認定 

ランク 
☆☆☆ 

事業所名 株式会社 小石興業 

認定部門 □ ゼロカーボン推進部門  □ ごみ減量推進部門  □ エコ・コミュニティ部門 

概  要 

所在地 長野県松本市波田 10068番地 3 

代表者名 代表取締役 小石 雅之 

事業規模 

（主な事業内容 

・従業員数） 

総合建設業（長野県知事 許可（特‐5）第 4961号） 

一般貨物輸送業・産業廃棄物収集運搬業 

生コンクリート製造及び販売業 

砂利採取および販売業 

従業員数：62名 

 

○ 環境に配慮した取組みの内容 

環境に対する理念・方針 
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環境に関する取組目標 
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具体的な取組内容 
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実施結果（成果） 

 

1. 電気使用の二酸化炭素排出量削減：262,702㎏ 

2. 化石燃料使用の二酸化炭素排出量削減：1,332,311㎏ 

3. 二酸化炭素排出量削減合計：1,595,013㎏ 

4. 一般廃棄物・事務所内廃棄物：288㎏ 

5. 産業廃棄物・建設現場廃棄物：259.76ｔ 

6. 水道水使用料削減：400㎥ 

7. 事務用品グリーン購入：113件 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題・問題点と 

その改善に向けた取組み 

 

 

 

エコドライブについて毎日の朝礼や全体会議での啓発を再度行う。 

 

 

 

 

 

その他、 

アピールポイント等 

 

・例年実施している地域ボランティア活動への参加 

・上高地、大正池の浚渫事業の際に出た砂を天然素材として再生させた 

 【上白砂】の販売を開始。 
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3. 環境経営方針

　　

　　　株式会社小石興業は、長野県松本市上高地のおひざ元に位置する総合建設企業です。

　　有限資源である河川砂利を採取した骨材・生コンクリートの製造販売事業と公共工事を主

　　とした土木関連事業を通じて地域社会の発展、社会資本整備の一翼を担って参りました。

　　　当社の経営理念である「未来の夢を明日の形に」を基本に、環境負荷の低減を図るため

　　資源循環型製品・環境配慮型製品の製造販売、環境改善に寄与する施工に取り組んでいま

　　す。その中で、浚渫土砂を暮らしの中で実感できる形へと転換した製品「上白砂」を誕生

　　させました。「上白砂」は自然と未来をつなぐ”媒体”であると考えています。

　　企業の社会的責任を理解し、社員一丸となって環境経営に携わってまいります。

（１） 企業活動に生じる環境負荷の低減及び資源の有効活用に努め、特に次の項目を

重点に取り組みます。

① 2050年ゼロカーボンの実現に努めます。

・工場施設の改修（大気汚染防止、騒音・振動対策）

・大型車両の定期的な入れ替え（二酸化炭素排出量の削減）

・建設機械の定期的な入れ替えとICT化（二酸化炭素排出量の削減、効率化・省人化）

・総務営業車両のハイブリット車へ移行（二酸化炭素排出量の削減）

② 廃棄物の削減に努めます。

③ 水資源使用量の削減に努めます。

④ グリーン購入やグリーン調達に努めます。

⑤ 環境に配慮した作業及び製品提供に努めます。

・建設資材の少資源、３R（減量・再利用・再生利用）の推進に努めます。

・環境配慮型製品「浸透性コンクリート」の販売促進・普及活動により地球温暖化によるヒ―

　トアイランド現象を抑制します。

・資源循環型製品「再生砕石」や「クッション砂」の販売促進・普及活動により資源の消費量

　と廃棄物の発生量を抑制します。

　さらに鑑賞・創作向けに開発した「上白砂」を活用し環境保護や資源循環の取組を推進する

　とともに、上高地の価値向上と持続可能な発展につなげます。

⑥ 環境関連法規制や当社が約束したことを順守します。

・従業員の各種講習会への参加・資格取得支援を行い人材育成をはかります。

（２） 全従業員による推進体制を構築し、環境経営の継続的な改善に取り組みます。

（３） この環境方針は、全従業員に周知徹底するとともに一般に公開します。

改定日 ：

株式会社　小石興業

代表取締役　小石雅之

2026年5月1日
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７. 次年度の環境経営目標

基準値

2022年度 2026年度 2027年度 2028年度

基準年比 83％ 79％ 75％

基準年比 83％ 79％ 75％

基準年比 83％ 79％ 75％

基準年比 83％ 79％ 75％

基準年比 83％ 79％ 75％

基準年比 83％ 79％ 75％

基準年比 83％ 79％ 75％

基準年比 83％ 79％ 75％

基準年比 83％ 79％ 75％

基準年比 104％ 105％ 106％

500 475

ング
購リ
入｜

事務用品 件 87.00
目標 90 91 92

量水
削使
減用

水道水 ｍ3 633.00
目標 525

303 287

建設現場
産業廃棄物

ｔ 587.95
目標 488 464 441

廃
棄
物
排
出
量
削
減

事務所内
一般廃棄物

㎏ 383.00
目標 318

41.45

化石燃料
使用量

㎏-CO2 1,702,511
目標 1,413,084 1,344,984 1,276,883

LPG使用料 ㎏ 55.27
目標 45.87 43.66

440,186

灯油使用料 ℓ 46,909
目標 38,934 37,058 35,182

軽油使用料 ℓ 586,914
目標 487,139 463,662

268,293

ガソリン使用料 ℓ 19,464
目標 16,155 15,377 14,598

環境目標項目 単位
中長期目標

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

電気使用量
中部電力29年度
Co2排出係数

0.48㎏-Co2/Kwh

㎏-CO2 357,724
目標 296,911 282,602


